
先月、東京の小学６年生が自殺した事件がありました。タブレットに書かれた「きもい」「死ん

で」の文字。書き込んだ方の気持ち、書かれた方の気持ち、どうなのでしょう…。 

普段から、ほんの少し想像力を働かせてみる。「相手はどう思うかな？」そう考えることで言動を

変えることができるのだと思います。たったひとことの短い言葉で、誰かの人生をこれほどまで

変えてしまうことがあるのです。小さいから許されることではなく、だれかに怒られるからいけ

ないのではなく、人としてしてはいけないこと、言ってはいけないことは、年齢に関係なくいけ

ないのです。 

向田邦子著「夜中の薔薇」。40年も前に書かれた本ですが、短編になっていて読みやすい伝記

です。その中に「ことばのお洒落は、ファッションのように遠目で人をひきつけない。…中略… 

長い人生でここ一番というときにモノを言うのは、ファッションではなくて、ことばではないの

かな。」という一節があります。おたよりで今まで何度か言葉の大切さについて書きました。 

子どもたちは周りの大人の様子をとてもよく見ています。社会を、人とのつながりを、学習し

ていきます。同じ言葉でも語調によって伝わり方がちがいます。優しい言葉を伝えていきたいで

すね。そして、短いひとことでも、助けられ勇気がでる言葉があることも。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子育て相談員だより 

  20２1．１０月 

№３１ 

〒２７０－１５１６ 

千葉県印旛郡栄町安食９３８－１ 

ふれあいプラザさかえ １階 

子育て包括支援センター 子育て相談員 

URL http://www.town.sakae.chiba.jp/ 

Ｅメール kosodate＠town.sakae.chiba.jp 

～はたらけ！右脳（想像力）～ 

 

１枚のきれいな紙 

（これは心） 

傷つく言葉をひとこと言うたびに

紙をくしゃくしゃにしていく 

紙を開いてみるよ 

心は傷だらけ…もとに戻らない 

「死ね」→クシャ 

「うざい」→クシャ 

※ある学校で行われたこと。 

先生は「これがいじめです」と指導したそうです 


